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六
月
十
一
日
、
仁
多
中
央
家
畜
集
合

所
に
お
い
て
今
年
度
第
一
回
の
奥
出
雲

町
肉
用
子
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
内
九
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
三
十
二

頭
の
肉
用
子
牛
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員

に
よ
っ
て
個
体
審
査
、
比
較
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
町
内
の
畜
産
関
係
者
な
ど

約
二
百
人
が
訪
れ
、
審
査
の
様
子
を
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
十
三
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

亀
嵩
温
泉
玉
峰
山
荘
の
来
館
者
が
、
六

月
二
十
一
日
に
二
百
万
人
を
達
し
、
記

念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
百
万
人
目
の
来
館
者
は
松
江
市
か

ら
家
族
四
人
で
訪
れ
た
男
性
で
、
記
念

品
と
し
て
玉
峰
山
荘
の
ペ
ア
宿
泊
券
と

仁
多
米
５
㌔
が
、
ま
た
前
後
の
来
館
者

に
も
仁
多
米
５
㌔
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

真
田
彰
支
配
人
は
「
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
温

泉
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

七
月
の
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
」
、
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
に
あ
わ
せ
、
島
根
県
知

事
等
と
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式
が
七
月
一
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
仁
多
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
保
護
司
会
、
更
正
保
護
女

性
会
、
雲
南
警
察
署
、
少
年
補
導
員
、

地
域
安
全
推
進
員
な
ど
約
三
十
人
が
出

席
し
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
取

り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

声
掛
け
運
動
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

青
少
年
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
、
明

る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

六
月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
を
主
会

場
に
「
出
雲
神
楽
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
」

が
う
ん
な
ん
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
で
は
、
奥
出
雲
神
代
神

楽
社
中
、
南
加
茂
貴
船
神
楽
社
中
、
飯

南
神
楽
同
好
会
が
午
前
と
午
後
に
上
演
。

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
特
色
あ
る

演
目
を
披
露
し
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し

た
観
客
は
神
楽
鑑
賞
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
横
の
護
岸
道
路
に
設

け
ら
れ
た
「
雲
南
グ
ル
メ
食
堂
」
に
は
、

奥
出
雲
町
、
飯
南
町
、
雲
南
市
か
ら

三
十
七
店
舗
が
出
店
。
奥
出
雲
そ
ば
や

し
ま
ね
和
牛
の
串
焼
き
、
和
牛
コ
ロ
ッ

ケ
、
い
の
し
し
中
華
ま
ん
、
地
酒
な
ど

を
販
売
す
る
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、
食

べ
比
べ
を
楽
し
む
親
子
連
れ
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
約
三
千
人
の
来
場
者
は
、

神
楽
と
グ
ル
メ
の
両
方
を
満
喫
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
定
公
園
「
吾
妻
山
」
（
標
高
一
、

二
三
九
㍍
）
の
山
開
き
が
六
月
十
四
日
、

麓
の
第
二
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
に
は
、
安
部
教
育
長
や
地
元
自

治
会
、
庄
原
市
の
来
賓
な
ど
約
四
十
人

が
出
席
し
、
今
年
一
年
の
登
山
者
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

吾
妻
山
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
様
々

な
野
の
花
が
咲
き
誇
り
、
山
頂
か
ら
日

本
海
、
大
山
、
三
瓶
山
が
眺
め
ら
れ
る

中
国
地
方
を
代
表
す
る
山
の
一
つ
で
、

毎
年
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
登
山
道
や
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺

の
整
備
は
「
吾
妻
山
友
の
会
」
な
ど
地

　

今
年
で
百
十
七
回
目
と
な
る
八
川
地

区
民
体
育
大
会
が
七
月
六
日
、
八
川
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
「
半
夏
の
運
動
会
」
と

し
て
地
域
に
親
し
ま
れ
、
毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
途
中
か
ら
小
雨
が
降
る
不

安
定
な
天
候
で
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
人
が
参
加
し
、
二
十

種
目
の
競
技
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
、
競

技
を
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
人
々
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　この運動は、犯罪や非行の防止と、罪
を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪のない地域社会を築こうとする全国
的な運動で、今年で64回目を迎えます。

～犯罪や非行を防止し、
　立ち直りを支える地域のチカラ～

社会を明るくする運動

域
の
方
々
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

▲首席に輝いた「かつふく」号
▲メッセージを伝達する雲南地区保護司会の
　松浦昇仁多支部長▲大盛況のグルメ食堂

▲会場でも大人気

▲３団体６演目の神楽を堪能しました

く
す
玉
を
割
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た

▲

第
一
回  

奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共
進
会
開
催

平
成
二
十
六
年
度

〜
半
夏
の
運
動
会
〜

〜
半
夏
の
運
動
会
〜

▲神事の様子▲むかで競争：気持ちを一つに！

吾
妻
山
で
山
開
き

【成績表】
成績（序列）

特選賞 首席

特選賞 二席

特選賞 三席

特選賞 四席

特選賞 五席

団体優勝

名号

かつふく

ゆりひさ

あきこ６

やすふくひめ

ゆりひめ

出品者

金倉弘美

内田　勇

松崎昭夫

藤原靖夫

友塚妙子

阿　井　支　部

地区

阿 井

三 沢

鳥 上

三 成

三 成

亀
嵩
温
泉
玉
峰
山
荘

来
館
二
百
万
人
達
成

来
館
二
百
万
人
達
成

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を

神
楽
と
グ
ル
メ
で
雲
南
の
魅
力
を
ピ
�
ア
�
ル

神
楽
と
グ
ル
メ
で
雲
南
の
魅
力
を
ピ
�
ア
�
ル

る
び


